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エリア
全体の
概要や
特徴等

家老の間は上段の間の殿様を守るために壁が紙でできていたり、少し貧相になっています。
御開帳場は裁判の役割もあったのでメモ（帳面）をとる時に使う燭台とそのメモをしまう帳
箪笥がある。

家老の間は家来の人が使うので縁が貧相。

細部の
解説

裁判時につけた帳面を保存する、帳箪笥には火事の時
に持ち運べるように車輪がついている。

上段の間にいる殿様の身を守れるように壁が紙ででき
ている。

違い棚ではなく、質が少し下がったふしろ棚がある。

名称
No

8

「笹川邸」学習のまとめ
石塚日向氏名

担当
エリア B 役宅２ 家老の間、帳箪笥・燭台


